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「QST 未来基金」は、QST が目指す人類
の未来を拓く活動にご理解とご賛同をい
ただき、皆様からのご支援を研究開発な
どに活用させていただく取り組みです。

寄付金は次のような目的のために使用します。

がん診断・
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整備

量子
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新奇材料の
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成果普及と
成果活用
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他機関との連携知財戦略安全・リスク管理・不正防止

生命活動の理解に基づく
健康管理「監視」と「治療」
できる細胞が体内をパト

植物の「光合成」の
メカニズムを模倣して
人工光合成

放射線被ばくの
予防・治療法が確立

まちの総合病院に超小型、高性能な量子メスが
楽らく日帰りがん治療でがん死ゼロを実現

多発転移がんは標的アイソトープ治療で
からだの内側から放射線を直接照射

「ヘルメット型 PET」がまちの病院に導入され、
認知症の早期診断が普及

「生命とは何か」の安全・安心な社会

がん死ゼロ・
認知症ゼロ健康長寿社会

量子の目と手で生命の謎に挑
被ばく医療（老化・炎症、再生医学）
基幹高度被ばく医療支援センター

次世代重粒子線がん治療装置「量子メス」

標的
アイソトープ療法

神経・精神疾患の
診断・治療

量子医科学コンプレックス

量子生命科学放射線安全

量子医学・医療

バックキャスト

量子科学技術研究開発
内部視点の未来事象

人材育成多様な働き方・ダイバーシティ社会への情報発信

地球環境にやさしい
「水素融合（核融合）発電炉」

充電いらず！
スピンフォトニクス・スマートフォン

高性能磁性材料により
高性能なモーターが実現し、
空飛ぶクルマも実現

トンネル、橋梁、コンクリート製の建物
内部欠陥を無人車両で検査

究極の
が
ロール

（
ア
ウ
ト
サ
イ
ド
・
イ
ン
発
想
）

外
部
視
点
の
未
来
兆
し

Society 5.0

内閣府HPより

SDGs

第 5の波：多様性爆発の大波
地球市民の自覚が必要

カーボンニュートラル

超スマート社会解明
ITER 機構提供

光科学イノベーション
センター提供

JT-60SAITER
水素融合（核融合）

レーザー加速次世代放射光施設

スピンフォトニクス

量子機能材料む

量子エネルギー理工学

量子光学量子材料・物質科学

プラットフォー
ム構築（インサイド・アウト発想

）



那珂地区
東海地区

六ヶ所地区

播磨地区

木津地区

千葉地区

高崎地区

ITER
現地オフィス

ル・レ・

仙台地区

播磨地区

高崎

ITER
現地オフィス

フランス
サン・ポール・レ・
デュランス
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IAEA
UNSCEAR
ICRP

QST



競争領域 第 3段階 製品化と技術の普及促進

協調領域

第 2段階 共通する基盤技術の開発

第1段階 課題の抽出と優先順位の決定

アライアンス事業のおおまかな流れ

















量 子 科 学 技 術 で つ く る
QST で生み出された研究成果は将来、私たちのくらしを変えるかもしれません。右にある 4つの絵が4 つの絵が

私 た ち の 未 来
どこにあるかさがしてみましょう。

水素融合（核融合）

地球環境にやさしい水素融
合（核融合）エネルギーで、
まちの電気を支えているよ。

量子スマートセル

「監視」と「治療」ができる細
胞が体内をパトロール。ウェ
アラブルデバイスが状態を
知らせてくれるからいつで
も安心だ。

充電いらずの端末

スピンフォトニクス技術で
充電不要の端末が常識に。
充電ってなんだっけ？

量子メス

まちの総合病院に超小型、
高性能な量子メスが。楽ら
く日帰りがん治療を実現。

ほかにもあるよ!
つづきはHPで確認しよう!
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